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棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

１１

縄
文
時
代
の
棚
底

・
・
・
そ
の
二(

石
鏃)

前
回
に
引
き
続
き
縄
文
時
代
の
話
で

す
が
、
代
表
的
な
遺
物
と
し
て
石
鏃
（
せ

き
ぞ
く
）
が
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
矢
じ

り
で
す
。
弓
の
発
明
は
、
そ
れ
こ
そ
現

代
の
機
械
類
の
発
明
と
等
し
い
程
の
画

期
的
な
も
の
で
、
狩
り
の
方
法
が
著
し

く
進
歩
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
黒
曜
石
、

チ
ャ
ー
ト
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
な
ど
が
石
材

で
す
が
、
製
作
過
程
で
出
る
破
片
が
棚

底
の
あ
ち
こ
ち
に
散
在
し
て
い
ま
す
。

観
音
寺
周
辺
、
倉
岳
体
育
館
付
近
、
塔

尾
台
地
な
ど
が
顕
著
で
す
。
破
片
の
中

か
ら
完
成
品
や
欠
損
品
を
見
出
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
歳
に
な
っ
て
も

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
す
る
瞬
間
で
す
。

破
片
が
あ
る
こ
と
は
、
棚
底
の
縄
文
人

が
原
石
を
仕
入
れ
て
せ
っ
せ
と
矢
じ
り

を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

黒
曜
石
は
、
伊
万
里
の
腰
岳
、
大
分

の
姫
島
、
佐
世
保
の
東
浜
付
近
か
ら
運

ば
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
棚
底
か
ら
は

唯
一
黒
曜
石
の
原
石
を
小
嶋
か
ら
発
見

し
て
い
ま
す
。
子
供
の
拳
ぐ
ら
い
の
大

き
さ
で
す
が
、
腰
岳
産
の
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
当
時
の
流
通
過
程
は
全
く
不

明
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
棚
底

に
持
た
さ
れ
た
も
の
か
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。

産
地
に
近
い
大
分
や
伊
万
里
付
近

で
は
、
材
料
が
豊
富
な
た
め
か
、
や
た

ら
と
大
き
な
矢
じ
り
が
目
立
ち
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
て
天
草
の
も
の
は
小
さ

く
、
中
に
は
１
㎝
に
も
満
た
な
い
も
の

が
あ
り
、
ど
う
や
っ
て
装
着
し
た
の
か
、

は
た
ま
た
こ
れ
で
獲
物
が
獲
れ
た
の

か
不
思
議
に
思
え
る
物
も
あ
り
ま
す
。

材
料
と
し
て
希
少
価
値
が
あ
っ
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
十
分
な
道
具
が

な
い
時
代
に
硬
い
石
材
を
加
工
す
る

技
術
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
矢
じ
り
を

触
っ
て
み
る
と
は
る
か
数
千
年
前
の

縄
文
人
の
息
吹
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
す
。

因
み
に
当
時
の
日
本
に
は
竹
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
た
ま
に
発
掘
さ
れ
る

弓
は
木
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
弥
生
時

代
に
な
る
と
鉄
製
の
矢
じ
り
が
誕
生

し
ま
す
。
宮
崎
石
棺
墓
か
ら
は
鉄
製
矢

じ
り
が
数
点
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
区

歳
川

喜
三
生

▲ 棚底採集の矢じり＝中央の矢
じりが長さ約１センチです。

町
民
総
幸
福
量
の

ま
ち
づ
く
り
講
座

本
年
度
第
１
回
目
の
倉
岳
地
区
公

民
館
「
町
民
総
幸
福
量
の
ま
ち
づ
く
り

講
座
」
が
７
月
１
９
日(

日)

棚
底
コ
ミ

セ
ン
集
会
室
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
元
熊
本
県
立
濟
々
黌
高
校

長
で
前
島
子
保
育
園
長
の
川
上
清
司

先
生
が
「
笑
い
と
涙
の
こ
ぼ
れ
話
」
と

題
し
て
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
教
育
経
験
を
も
と
に
様
々
な
事
例

を
交
え
て
お
話
さ
れ
た
。

特
に
童
謡
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
と
「
し
ゃ

ぼ
ん
玉
」
の
歌
詞
に
三
木
露
風
と
野
口

雨
情
両
作
者
の
生
い
立
ち
や
早
世
し

た
長
女
へ
の
思
い
が
歌
詞
に
秘
め
ら

れ
て
い
る
話
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

で
の
２
２
歳
ア
ル
バ
イ
ト
の
青
年
が

ラ
ン
チ
の
注
文
に
取
っ
た
粋
な
計
ら

い
に
感
銘
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
教
育

で
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
を
玩
具
で
し
か
見

た
こ
と
が
な
い
、
落
花
生
が
木
に
な
っ

て
い
る
、
卯
の
花
（
お
か
ら
）
を
花
屋
さ

ん
に
買
い
に
行
く
と
い
う
嘘
の
よ
う

な
本
当
の
話
に
驚
い
た
。

「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
の
笑
い
あ
り
涙

あ
り
の
素
晴
ら
し
い
講
演
だ
っ
た
。

教
育
経
験
を
も
と
に
「
笑
い
と
涙
の
こ

ぼ
れ
話
」
を
講
演
さ
れ
る
川
上
先
生
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６月末 ５月末

649（‐1）

高齢化率
４９.０７％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

６月末

957（‐6）

５月末

487 1,086（0）

963

486（‐1） 1,086

新型コロナウィルス感染症の影響で下記の

事業は中止となりました。

お楽しみにされていた皆さまには大変申し

訳けありませんがご理解ください。

８月１４日（日）棚底地区盆踊り

９月１３日（日）棚底地区敬老会

９月２７日（日）棚底地区スポーツ大会

（コロナのため変更になる場合あり）

棚底城通信第５０号

棚底城跡の整備やその後の管理に必要な道路の

設計を発注し、現在は現地の測量調査を実施して

います。測量業者は有明測量開発社で、測量の際

は腕章をはめて作業しています。

また、今月からは昨年に引き続き、城跡内の石

積の調査を行います。戦国時代につくられたもの

なのか、それとも畑として開墾する時につくられた

ものなのかを判断するための調査です。１１月末ま

で調査を行う予定でおりますので、ご理解のほどよ

ろしくお願いします。

なお、今回は発掘調査は行いません。

（天草市文化課 宮崎）

～整備管理用道路設計・石積調査始まる～

【石積に番号をつけて記録します】

今
年
の
梅
雨
は
、
例
年
に
な
く
長

雨
が
続
き
、
日
本
全
国
広
範
囲
に

亘
っ
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
特
に
７
月
４
日
か
ら
１
２

日
に
か
け
て
、
大
雨
特
別
警
報
が
熊

本
、
鹿
児
島
を
始
め
、
九
州
北
部
３

県(

福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
）
と
岐
阜
、
長

野
両
県
に
３
回
も
発
令
さ
れ
る
異

常
気
象
で
し
た
。
い
ず
れ
も
線
状
降

水
帯
と
言
わ
れ
る
現
象
で
、
今
や

「
数
十
年
に
一
度
」
と
い
う
表
現
は
、

実
態
に
合
わ
な
い
く
ら
い
頻
繁
に

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
熊
本
県
内
を
襲
っ
た
７

月
４
日
の
豪
雨
は
、
日
本
３
大
急
流

の
一
つ
、
球
磨
川
が
広
範
囲
で
氾
濫
。

人
吉
市
、
球
磨
村
、
芦
北
町
な
ど
県

南
部
の
各
地
で
土
砂
崩
れ
や
、
家
屋

の
倒
壊
、
浸
水
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
、
一
連
の
豪
雨
に
よ
っ
て

６
５
人
と
い
う
多
く
の
方
が
犠
牲

と
な
ら
れ
、
こ
の
う
ち
６
５
歳
以
上

の
高
齢
者
が
５
５
人
、
８
５
％
を
占

め
ま
し
た
。
改
め
て
「
災
害
弱
者
」
と

い
わ
れ
る
人
た
ち
の
命
を
守
る
た

め
の
避
難
対
策
が
課
題
と
し
て
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
を
決

し
て
「
他
山
の
石
」
と
と
ら
え
ず
、
地

球
温
暖
化
に
よ
り
、
ど
こ
の
地
域
で

も
起
こ
り
得
る
自
然
災
害
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
災
害
に
向
き
合
う

覚
悟
と
備
え
が
大
切
だ
と
痛
感
し

ま
し
た
。

マスク着用により、熱中症のリスクが高ま

ります。熱中症を防ぐために屋外で人と２

ｍ以上（十分な距離）離れている時マスク

を外しましょう。マスク着用時は

①激しい運動を避けましょう

②こまめに水分補給をしましょう

③気温・湿度が高いときは特に注意

新型コロナウィルス感染防止の４つ
の基本である
①身体的距離の確保
②マスクの着用
③手洗いの実施
④３密（密集、密接、密閉）の回避
などを取り入れた日常生活のことです


